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活汲村物語～北海道津別町 in 上里エリア 

国道 240 号線津別市街から道道 588 号線 20km 先一帯の上里エリアに①ノ

ンノの森ネイチャーセンター、②ランプの宿 森つべつ、③津別峠展望台と

“つべつの自然”をコンセプトした観光施設が整いました。 

ノンノの森は森林セラピー・クリンソウの散策が出来ます。ホテルは天然

温泉とランプの灯りに癒される原始の森の中にあります。津別峠の夏には屈

斜路湖雲海・宇宙ガイドツワーがあり、冬にはスノーシュー・リバーウォー

クなど色々なツワーコースがあります。 

「じゃらん 5 月号」に地域おこし協力隊員の活動記事に奈良真紀子さん

（ネイチャーセンター勤務）が津別の道案内役で紹介されました。 

このセンターは「N 

PO法人 森のこだま」 

（上野真司代表）が 

指定管理者になり、 

運営されます。 

 上野代表は「スキ 

ー場が無くなり、代 

わりの楽しむ事にガ 

イドツワーを始めて 

４年が経ち、森林セラピーなどの事業が増え、活動拠点が必要になり、この

センターを建てて貰いました。子供園には森の遠足、小学生には森の授業と

自然を体感や思い出を楽しんでもらう形の無い、コト作り『つべつの自然』

が商品です。これからは自然を通して、自然の中で人を育てたいです」。現

在の成熟社会から、これからなる自然回帰の社会を見据えている。 

問合せ電話 0152-77-3344。写真はネイチャーセンター。 

編集後記♣ この 7 月 3 日にノンノの森のクリンソウを鑑賞し、夕方に向の

ランプの宿 森つべつにて恩師中西先生夫婦さんを囲み活汲校第 49 回卒業

生古希クラス会が開催されました。古希 70 歳とは思えない元気な面々で 

した。懐かしい思い出に浸り、話はつきることなく、楽しかったです。 
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